
腎臓代替療法
CKD総合
―

腎代替療法とは［おもて］

慢性腎臓病（CKD）が進んで腎不全になると、体内の水分や老廃物の
バランスが崩れ、さまざまな体の不調がはっきりと現れてきます。

腎代替療法とは、これらの病状を抑え、
仕事や学業を続けたり、日常生活を送るための療法です。

なぜ腎代替療法が必要なの?

腎臓の機能 腎不全のとき起こる異常の例

酸・電解質の

老廃物の

造血ホルモン

ビタミンD

一般社団法人日本腎臓学会『腎不全　治療選択とその実際 2024年版』を基に作成

ナトリウムと
水分の

浮腫（むくみ） 高血圧 肺水腫（肺に水がたまる）

アシドーシス
（体に酸がたまる） 高カリウム血症 高リン血症

気分不快

貧血

低カルシウム血症、
骨の量・質の低下

食欲低下 嘔吐・意識障害

尿毒症

高度の
尿毒症病状

高カリウム血症
強い酸血症

体液過剰
心不全

病
気
が
進
ん
で

KK
K K

K

K

K
K

K
P P

P

酸
ア
ルカリ

mmHg
0

40
60
80 100

120
140

160

180

20

酸

ア
ルカリ

これらを薬でコントロールできなくなる

腎臓の機能が10%以下になる
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腎臓代替療法
CKD総合
―

腎代替療法とは［うら］

腎代替療法を選ぶ前に

早いうちから情報を集めたり、身近な人や医療者と話し合ったりして、
落ち着いた状態で治療を開始できるようにしておきましょう。

腎臓の働きを肩代わりする
腎代替療法が早めに必要となる

場合もあります。

薬でコントロールできない病状などがある場合です。

腎代替療法は
大きく3つの選択肢があり、

お互いに相補的な役割があります。

腎代替療法は何を選択する
場合でも事前の準備が必要です。

治療の選択は
医学的条件だけでなく、

ライフスタイルなども考慮します。

腎代替療法はいずれも生活の中で
習慣化して続ける治療です。

末期腎不全で
腎代替療法を受けないと、
生命が危険な状態となります。

水分や塩分、老廃物などが
排泄できなくなり、心不全
や尿毒症の病状が全身に現
れます。
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血液透析 腹膜透析

腎臓移植

併用

ドナー
探し

透析液を交換
（バッグ交換）

準備のための
入院

定期的な通院透析に
向けた手術
シャント作製

カテーテル留置手術
など

移植後の
免疫抑制療法
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